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砂防堰堤

遊砂地

◆砂防設備の効果

◆砂防設備配置状況
（平成23年現在）
樽前山から流れ出る７

つの渓流に、砂防設備の
整備を進めています。

錦多 峰 川 2 号遊砂地

国内で、様似町、日高町でのみ採石
しているカンラン岩は、浦河港等から、

小名浜港、名古屋港、泉北港、小倉港
などに移出されます。

６０周年号！ PART-2

北海道開発局

～ 室蘭開発建設部の営業カバンの中味～
今
号
の
テ
ー
マ

北海道開発局は、平成6年から樽前山直轄火山砂防事業に着手してい
ます。火山噴火に伴う泥流の氾濫を抑制するために、遊砂地等の整備を
行い、地域社会への被害・影響 を最小限に食い止めます。

浦河港は、増大する取扱貨物量に対処するため、昭和56年度に築地第1号岸壁、
平成3年度に築地第2号岸壁が完成しました。－7.5m岸壁としては日高地方唯一

最大の岸壁であり、日高地域の物流拠点港として重要な役割を担っています。

浦河港

◆浦河港の概要

・浦河港建設は、大正１０年の修築事業着工に始まり、水産業及び物流の
拠点港として整備を継続中。

・背後圏には、えりも沖を中心とした漁業、軽種馬生産、林業、カン
ラン岩を主とする工業があり、浦河港は各産業の振興とともに発展。

・現在は、港内の静穏度向上のための施設である西島防波堤等の整備を
実施中。

砂防堰堤や遊砂地などを整備
することにより、土砂災害の被
害を軽減します。

砂防設備がなければ、泥流や土
石流などが一気に市街地へ流
れ込み、土砂災害が発生しやす
くなります。

◆カンラン岩の移出（浦河港～各港）

カンラン岩

浦河港

平成２２年の浦河港の主
な取扱品目は、移出がカ
ンラン岩などの非金属鉱
物が全体の約８７％、移
入は水産品が全体の約
92％を占めています。

◆港湾取扱貨物量 その他
5,000トン
4.5%

重油4.000
トン3.5%

砂利・砂
 5 ,000トン
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非金属鉱物
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87.5%

水産品
12,000トン
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その他製造工
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移 出

112,000トン

移 入
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H２２浦河港の主な
取扱品目

荷役状況

樽前山火山対策防災拠点◆樽前山火山対策防災拠点施設
樽前山の噴火活動が活発になった際、

現地対策基地として、災害情報の収集
や緊急対策の検討を行う拠点として活
用します。

氾濫範囲

火砕流

苫小牧市樽前山

＊国道36号線・道央自動車道の交通量は平成17年度道路交通センサス、JR室蘭本
線の運行数 は平成22年８月の時刻表より

山頂監視カメラ

カンラン岩
は、肥料関
係や工業資
材などに活
用されてい
ます。

◆樽前山が噴火したら・・・鉄道・高速道路・空港・港湾に被害
が及び、社会機能がマヒしてしまうことも考えられます。

苫小牧港

室
蘭
本
線

ＪＲ

新千歳空港

コンクリート用骨材として利用
（写真：東邦オリビン工業(株)HP）

http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/mrken_works/chisui/jigyogaiyo/pdf/sabo_tomakomai.pdf
http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/mrken_works/kowan/kannai/urakawa.html


※今回は、北海道開発局60周年をテーマに代表的な事業として、樽前山の火山防災事業と浦河港の港湾整備事業について
ご紹介しました。また、今号でも引き続き、室蘭開発建設部管内の事務所を紹介する「事務所ニュース」を掲載しています。

【発行・編集責任者】

●浦河道路事務所 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西4丁目8番1号 電話0146-22-2206 

北海道開発局では、「北海道開発局行政へのご意見・ご要望」メール窓口を開設しており、広く道民・国民の皆さんからのご意見をお
聞きしています。詳しくは、こちらをご覧ください。 → http://www.hkd.mlit.go.jp/iken/iken_yobo.html

北海道開発局室蘭開発建設部 広報官 ０１４３－２５－７０５１ 地域振興対策官 ０１４３－２５－７０５３
〒051-8524 室蘭市入江町1番地14 ＜室蘭開発建設部ホームページ＞ → http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/

室蘭開発建設部の事務所からのニュースです！！

室蘭開発建設部では、「事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）」を
推進しています。日高道路事務所においては、一般国道274号日勝峠において正
面衝突事故防止のため分離帯の設置を行っており、5合目から6合目付近で実施
している千栄中央帯整備事業は平成24年度中に完了する予定です。

平成23年11月14日には、ドライバーに対してそれらの事業を紹介すると共に、
事故防止などを目的とした街頭啓発活動を行いました。

●日高道路事務所 〒055-2307 沙流郡日高町松風町2丁目251番地4 電話01457-6-3154 

日高道路事務所では、国道２３７号と国道２７４号の道路整備と維持管理を行っています。

整備前の状況

整備済み区間
街頭啓発活動（チラシ配布）の様子

道の駅 樹海ロード日高

千栄中央帯整備事業 この地図は、国土地理院長の承認を
得て、同院発行の5万分の1地形図及
び2万5千分の1地形図を使用したも
の（平17総使、第10-160号）の一部
を転載したものである。

事業区間
約1.8Km

←日高市街 日勝峠頂上→

274

浦河道路事務所では、国道235号・236号・336号の道路整備・維持管理を行っています。

●２つのトンネルの大きな役割！！

・トンネル区間内にある現道の災害危険箇所の解消。
・安全な日常生活交通の確保。
・確実な物流及び観光交通の確保。
・通行規制等の緩和。 ●両トンネルの起点・終点のそれぞれの銘板は、

地元えりも町の小学生が書いたものです。

通称「黄金道路」とよばれる一般国道336号えりも町庶野～広
尾町広尾橋までの約30kmは海岸線の屈曲が著しく地形的に急崖斜
面が連続しているため、落石・
土砂崩壊・波浪・雪崩などが
発生し、通行止めになることが
あります。これらを解消し、自
然災害に強い道路整備を図るこ
とを目的とした約18.7kmの防災
事業です。このうち浦河道路事
務所では、襟裳工区（約8.9km）
を事業中で平成24年度中に完了
する予定です。

◆一般国道336号 襟広防災事業

H16.1月 斜面崩落

国道336号えりも町の黄金道路について、平成23年2月2日に全道一長い「えりも黄金トンネル（L=4,941m）」

が開通、更に、平成24年1月28日には「目黒トンネル（ L=1,876m）」が開通し、黄金道路における当事務所管
轄の防災トンネルは全て完了しました。

H23.1.30  えりも黄金トンネル銘板

除幕式
H24.1.28  目黒トンネル開通式

◆千栄中央帯整備事業

http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/douro_info/jikozero/index.html
http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/mrken_works/douro/kaitiku/kasho/erihiro.htm

